
「第４８回固体ＮＭＲ・材料フォーラム及び第５回ＮＩＭＳ 

ナノ計測センターシンポジウム合同研究会」プログラム 
 

主催  固体ＮＭＲ･材料フォーラム並びに（独）物質・材料研究機構ナノ計測センター 

  協賛 （社）日本化学会 
 

   日  時  ２０１０年１０月１４日（木）～１５日（金） 

   場  所  （独）物質・材料研究機構 千現地区（茨城県つくば市千現1-2-1） 

（つくばエクスプレスの終点つくば駅下車、徒歩１５分） 

 

Ⅰ 1日目（講演と懇親会） 

 

１．血液適合性ポリマーのネットワーク構造とダイナミクスの       
13C NMRによる構造解析               

 （１３：３０―１４：００）             （東レリサーチ） 三輪 優子 

 

２．コバルト酸リチウムの MAS NMR       

 （１４：１０―１４：５０）               （京大院理） 野田 泰斗 

 

３．Bruker 固体 NMR の最新情報－高磁場、高温、高感度         

 （１５：００―１５：３０）          （ブルカー・バイオスピン） 畑中 稔 

 

休憩 （１５：４０―１６：００） 

 

４．動的核分極(DNP)法による超高感度固体核磁気共鳴(NMR)      

 （１６：００―１６：３５）                （阪大蛋白研） 松木 陽 

 

５．半整数四極子核固体 NMR スペクトル解析の基礎と応用     

 （１６：４５―１７：１５）             （東工大院理工） 山田 和彦 

 

懇親会 （１７：３０－１９：１０） 食堂 

 

Ⅱ ２日目（講演，ポスター発表，見学会） 

 

６．固体15N NMRを用いた酸素還元活性を有するカーボンアロイ触媒の構造解析  

 （９：３０―１０：１０）              （東工大院理工） 黒木 重樹 

 

７．絹フィブロイン結晶部の固体ＮＭＲ構造解析          

 （１０：２０―１０：４５）                （農工大院工） 鈴木 悠 

 

８．固体 NMR によるモリブデンポリ酸における Mo(V)の d1 電子の局在性解析   

 （１０：５５―１１：１５）                （分子研） 飯島 隆広 

 

昼食 （１１:３０―１２:３０） 食堂利用可 

 

ポスター発表 （１２：３０－１４：１０）  

 

JAXA見学会（事前登録必要） （１４：３０ー１７：００） 



 

ポスター発表プログラム最終版 
 

Ｐ１．高入力インピーダンス前置増幅器による高感度化への試み    

（物質・材料研究機構）○端 健二郎、清水 禎、後藤 敦、大木 忍 

 

Ｐ２．薄膜デバイスのためのMASプローブ開発      

（京大院理）○犬飼 宗弘、野田 泰斗 

 

Ｐ３．MFA/EUDRAGIT® EPO固体分散体のキャラクタリゼーション 

（千葉大院薬）○東 顕二郎、小島 太郎、森部 久仁一、山本 恵司 

 

Ｐ４．高速試料回転下でのCPにおける接触時間の考察      

（アジレント・テクノロジーグループ バリアン）芦田 淳 

 

Ｐ５．ポリペプチドPBLAの二次構造の固体13C SASS NMRによる評価    

（京大院理）○神原 孝之、竹腰 清乃理、（日本電子）水野 敬 

（群馬大院工）莊司 顯 

 

Ｐ６．架橋基含有ポリアミドの合成とその架橋物の構造解析   

（1農工大院工、2住友ベークライト、3防衛大応用科学）松本 光貴1,2 

浅野 敦志3、山内 一夫1、朝倉 哲郎1 

 

Ｐ７．固体ＭＡＳプローブ用気密試料管の開発（２）     

（物材機構）○品川秀行、大木 忍、清水 禎  

（プローブ工房）藤戸 輝昭  

 

Ｐ８．多点結合型リンカーを利用した新しい固定化分子触媒の開発   

（エヌ・イーケムキャット 産総研）○宮治 孝行、深谷 訓久、上田 正枝 

小野澤 俊也、坂倉 俊康、高木 由紀夫、安田 弘之 

 

Ｐ９．Al-MCM-41にある特異な六配位27Al サイトのMQMAS によるPQ値の推定       

（産総研）○高橋 利和、岩浪 克之、林 繁信、坂倉 俊康、安田 弘之 

 

 

 


